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熊本大学　事務局本館



戦後まもない頃の熊本市内中心部空撮写真
　熊本大学の前身となる熊本医科大学、第五高等学校、熊本工業専門学校、熊本薬学専門学校、熊本
師範学校、熊本青年師範学校は、熊本市街、あるいは市街からほど近い場所に位置していた。
　これらのキャンパスは新制国立大学が発足するにあたって熊本大学に引き継がれることになった
が、現在は熊本大学の所有地ではなくなっているところもある。

熊本師範学校男子部
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熊本師範学校女子部
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この空中写真は、国土地理院長の承認を得て、米軍撮影の空中写真を複製したものである。（承認番号　平 25 情複、第 667 号）



旧第五高等学校本館（五高記念館）

旧熊本工業専門学校機械実験工場
（工学部研究資料館）

旧熊本師範学校男子部講堂（教育学部附属学校給食センター）

宮本記念館

旧熊本医科大学山崎記念図書館（医学部山崎記念館）



初代学長　鰐淵健之（1949-59年）

　第３代学長　柳本　武（1965-69年）

　第２代学長　本田弘人（1959-65年） 

　第４代学長　六反田藤吉（1969-70年）



　第５代学長　黒田正巳（1970-74年）

　第７代学長　松山公一（1980-86年）

　第６代学長　岳中典男（1974-80年）

　第８代学長　松角康彦（1986-90年）



　第９代学長　森野能昌（1990-96年）

　第11代学長　﨑元達郎（2002-09年）

　第10代学長　江口吾朗（1996-2002年）

　第12代学長　谷口　功（2009年-現在）



開学記念式典◇1949年

開学記念式典◇1949年

熊本大学設置認可申請書◇1949年

熊本大水害後　研究室からの泥土排出◇1953年



開学５周年記念式典◇1954年

黒髪北キャンパス　教養教育教室
◇1950年代

昭和天皇・皇后両陛下行幸啓（黒髪キャンパス）
◇1960年

開学10周年記念式典◇1959年



昭和天皇・皇后両陛下行幸啓
（理学部附属臨海実験所）◇1966年

第１回全学教職員園遊会◇1961年

黒髪北キャンパスの整備◇1966年頃

池田勇人総理歓迎第五高等学校同窓会◇1964年

皇太子・皇太子妃行幸啓◇1968年



『熊本大学30年史』◇1979年

創立30周年記念式典
◇1979年

大学紛争　スト解除派のバリケード撤去に
伴う学生衝突◇1969年

工学部　創立80周年記念祭◇1977年

本荘キャンパスの様子
◇1980年頃



細川護煕熊本県知事来学◇1985年

薬学部百周年記念ホール開所式◇1985年

医学部創立百周年記念式典◇1996年

法学部創立20周年記念シンポジウム◇1999年

教養部解散式◇1997年



法曹養成研究科設置記念式典◇2004年

国立大学法人熊本大学発足式◇2004年

国立大学法人発足に伴う役員辞令交付式◇2004年

医学部保健学科設置記念式典◇2003年



熊本大学新ロゴのバナー掲示（上通商店街）
◇2006年

熊本大学上海フォーラム◇2005年

芦北町と国立大学法人熊本大学との連携に関する
協定調印式◇2006年

熊本大学支援者会設立総会◇2007年

第五高等学校開校120周年記念式典◇2007年

環黄海産学官連携総（学）長フォーラム　歓迎昼食会
◇2007年



熊本大学設立60周年記念式典◇2009年

熊本大学設立60周年記念祝賀会
◇2009年

熊本大学東京連合同窓会設立記念式典◇2008年

熊薬創立125周年記念祝賀会◇2010年



熊本大学　コミュニケーションワード
　2013年3月に、本学が社会に提供する根源的特質を象徴的に伝える言葉として、コミュニケーションワード

「創造する森　挑戦する炎」を策定。
　揮毫は、かつて本学に在籍された漫画家・井上雄彦氏によるもの。



　発刊のことば

熊本大学長　谷 口　功

　本学は２５５余年前に設立された再春館と蕃滋園に源を発し、また、熊本大学の
母体となる第五高等学校から１２５余年と我が国において最も長い歴史を持つ大学
としての輝く伝統を誇っています。１９４９年、戦後の学制改革によって熊本市に所
在していた第五高等学校、熊本医科大学、熊本薬学専門学校、熊本師範学校、熊
本青年師範学校、熊本工業専門学校など旧制の諸学校が統合され、新しい制度の
国立大学として新制熊本大学が誕生しました。２００９年にはこの新制大学設立から
６０周年を迎え、様々な記念式典や事業を執り行いました。
　この通史編は、記念事業の一つである６０年史編纂事業の中で、先に刊行された
写真集および部局史編と合わせた三部作のまとめとして刊行されたもので、新制
熊本大学の６０年の変遷が見事に再現されています。学内外の数多くの関係者の協
力によって執筆され、３年半以上の歳月をかけて編纂されたものです。懐かしい
出来事やそれらを基盤として発展してきた様子が鮮明に蘇るとともに、未来への
展望にも言及されています。
　周知の通り、新制熊本大学の設立当初は、法文・教育・理・医・薬・工の６学
部と附属図書館、医学部附属病院、体質医学研究所からなり、当時の大学の規模
は、学生の入学定員が１，０７０名、教員と職員を合わせた定員は１，４８４名でした。今
日では、文・教育・法・理・医・薬・工の７学部のほか、８つの大学院研究科等、
１３の研究所・センター、さらに医学部附属病院を有し、学生総数は１万名を超
え、教職員数約2,000名からなる中核的な総合大学に発展しています。この間、
本学は１０万人を遥かに超える有為な人材を社会に送り出してきました。大学とし
ての変遷や発展の様子を通史編の中に見いだしていただければ幸いです。
　今日の国立大学改革に対する真剣な議論を踏まえ、また、今後の社会の変化や
将来を見据えながら、この通史編に示された本学の様々な活動を基盤として、本
学の将来の在り方を考えたいと思います。これからも本学の社会的使命である
教育（人材育成）、研究（知の創造）、社会貢献（人材や知の創造に基づく社会的
な還元や国際貢献）に邁進することで、国立大学としての本学の役割を果たしつ
つ、次の６０年、１００年への一層の飛躍を期したいと思います。
　結びに、この通史編の編纂に際して、多大の時間を割いて執筆いただいた学内
外の執筆者や協力者の方々ならびに編纂にご尽力いただいた編纂委員はじめ、こ
の数年にわたって三部作の編纂にご尽力いただいた６０年史編纂室の皆様に心から
感謝の意を表し、通史編巻頭の言葉とします。
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凡　例

１．本書は、熊本大学６０年史編纂委員会が編纂する『熊本大学６０年史』全３巻（通史編、
部局史編、写真集）のうちの通史編である。

１．通史編は、本編（１～７編）及び６つの特論で構成する。特論とは、本編に組み込む
よりも独立して６０年史を通覧できるかたちで論じた方が良いと判断したテーマについ
て、別途特論として項目を立てたものである。なお、特論として項目立てを行った
テーマについて、本編でも取り扱う必要があると判断した場合は、本編中においても
適宜取り上げた。

１．通史編では、本編第１編から第６編までは原則として本学が６０周年を迎えた２００９年度
末（２０１０年３月３１日）までの熊本大学の歴史について記述した。第７編及び特論につ
いては刊行時の状況及び将来構想についても記述した。

１．本来は、本学の学生に関する事柄についても取り上げるべきであるが、６０年史編纂過
程で集めた資料上の制約や編集方針の都合により、本書では学生に関する事柄は取り
上げないこととし、６０年史別編として刊行する。

１．通史編は、熊本大学６０年史編纂委員会において決定した編集方針に基づき担当者が執
筆し、通史編専門委員会において原稿の確認作業を行った。

１．本文の記述に際しては、原則として常用漢字、現代仮名づかいを用いた。ただし、人
名などの固有名詞や仮名表記では意味を取りにくいものについては、この限りでない。

１．資料の引用にあたっては、原則として常用漢字を用いたが、仮名づかい、送り仮名、
人名は原文によった。

１．法令の日付及び法令による諸組織・施設の設置・改組・廃止の日付については、原則
として法令交付日に基づくよう努めた。ただし、組織の設置・改廃等の年月日につい
て法令と実態とが異なっている場合は、各執筆者の解釈・行論に委ねた。

１．年代の表記は西暦を主とし、適宜和暦を（ 　 ）内に補った。

１．使用した図・表・写真については、巻末に一覧及び掲載ページを記した。
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